
園名 ◎保育士の歌声を聴いて自由に

日時 マラカスを振って楽しんでいる。

保育士の真似をして可愛らしい姿を見せる。

◎部屋にある布のタペストリー

にマラカスを入れて楽しむ。

◎保育士と一緒に身体を揺らし

て楽しんでいる。

３，活動のために準備した素材や道具、環境設定

手作りマラカス（ガチャ玉で作った物）

あそか保育園

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書 ＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関り＞

令和6年　10月

１，活動テーマ

＜テーマ設定理由＞

２，活動スケジュール

＜テーマ＞

　0歳児　◎マラカスを鳴らしたり音の感触を楽しむ。

前回までは自由に音を鳴らすことを目的としていたが今回は歌声を聴きな

がら鳴らしたり保育士の真似をして楽しむ遊びを楽しんだ。

マラカスを出し、子ども達の反応をみながら振って楽しんでみる。歌を歌

いながら保育士が振ってみると子ども達も振って真似していた。

４，探究活動の実践

＜活動内容＞

　マラカスを出し、子ども達がどのように使うか見守る。様子を見て「し

あわせならてをたたこう」「ぶんぶんぶん」「おもちゃのチャチャチャ」

など保育室で歌っている馴染みのある歌を歌いながら音を鳴らすことや真

似をすることを楽しむ。また、身体を揺らして楽しむような様子も見られ

ている。途中で飽きてきた子は違う遊びをしたりする姿も見られた。

　マラカスの音が楽しいようで、思いっきり振っている子や持っているこ

とをしんでいる子など、始まりの反応は様々であったが、保育士が振りな

がら歌ったり体を揺らすと喜んで真似をして楽しんでいた。そのうち遊び

が変わっていく様子もあったが子ども達の笑顔と遊びの様子を見ることが

でた。次回は秋の自然物を使った音遊びを楽しんでいきたい。

＜振り返りによって得た保育士の気づき＞

５，振り返り


